


う･つな
-

力
闘
？

結
合
し
た
マ
ッ

わ
わ
れ
に
よ
っ

い
た
の
で
あ
る
。

『
Ｅ
そ
の
こ
と
を
党

齢
、
そ
の
職
湯

玉
偏
力
闘
争
と

。
ス
ト
と
し
て
わ

、
彼
ら
は
た
だ
驚

し
て
少
な
く
と
も

「
論
理
と
し
て
は
’
逐
諸
政
余
地
が
な

い
こ
と
を
認
め
ざ
ｙ
婁
瓦
な
く
な
っ
て

い
る
。
　
　
　
　
ｙ

マ
ッ
セ
ン
・
ス

て
闘
い
ぬ
け
な

い
と
き

階
湯
宿
余
震
に
お
け

ろ
認
罰
帰
結
を
十
二
分
に
知
っ
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
か
か
る
闘

争
で
あ
る
が
故
に
何
よ
り
も
党
の
指
導

力
こ
そ
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
熟
知

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
電
通
に
お
い
て

と
く
に
こ
の
一
年
、
全
体
と
し
て
は
経

済
闘
争
上
の
曲
折
が
少
な
か
っ
た
と
い

う
大
衆
運
動
上
の
不
利
な
要
因
を
も
、

逆
に
政
治
万
針
を
純
化
す
べ
乱
寞
件

へ
と
転
化
さ
せ
る
だ
け
の
指
導
力
・
組

織
力
が
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
課
題
を
担
い
き
る
完

と
し
て
、
全
電
通
全
国
大
会
に
登
湯
す

ろ
で
あ
ろ
う
。
反
戦
派
の
諸
グ
ル
ー
プ

と
戦
闘
的
大
衆
を
率
い
て
、
巾
央
権
力

闘
争
Ｉ
マ
ッ
セ
ン
・
ス
ト
を
も
っ
て
今

秋
を
闘
い
抜
く
こ
と
を
、
こ
こ
に
明
ら

か
に
し
て
押
さ
た
い
。

●

期
限
ス
ト
ヘ
突
入
前
段
に
、
二
六
日

の
Ｃ
学
生
大
会
に
お
い
て
は
、
Ｃ
ス
ト

ラ
イ
キ
実
行
委
の
修
疋
案
（
大
学
立
法

粉
砕
、
評
議
会
声
『
見
解
、
解
説
書

白
紙
撤
回
、
六
・
二
八
評
議
会
大
衆
団

交
貫
徹
、
以
上
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
一

週
間
ス
ト
で
闘
う
』
が
民
青
の
一
日
カ

ン
パ
ニ
ア
ス
ト
案
を
圧
倒
的
に
破
り
可

決
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
二
七
日
に
は
民

青
の
二
〇
〇
名
程
の
全
学
集
会
を
乗
り

こ
え
て
、
Ｃ
ス
ト
灸
忿
催
の
自
主
講
座

に
は
約
一
〇
〇
〇
名
の
大
衆
が
結
集
し

学
内
デ
モ
の
残
夕
方
、
矢
場
町
で
名

工
大
全
共
闘
、
名
雷
火
自
治
会
な
ど
の

学
友
と
と
も
に
、
自
民
党
県
逐
へ
の
圧

倒
的
な
デ
モ
を
勝
ち
取
っ
た
Ｊ
Ｃ
一
週

間
バ
リ
ス
ト
を
起
点
に
、
そ
れ
を
全
学

無
期
限
ス
ト
ヘ
と
発
展
さ
せ
る
中
で
、

今
秋
の
中
央
禰
刀
闘
争
―
地
域
マ
ッ
セ

ン
ス
ト
ヘ
向
け
て
、
名
大
を
日
帝
打
倒

安
保
粉
砕
の
一
大
拠
点
と
化
し
、
職
場

の
拠
点
ス
ト
七
呼
応
し
て
、
大
学
街
１

東
山
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン
闘
争
を
展
開
し

て
い
く
で
あ
ろ
う
。

ズ
プ
に
ひ
た
き
り
き
り
栄
誉
あ
る
全
学

禰
〒
反
戦
の
切
開
い
た
革
命
的
伝
統
を

守
り
き
れ
な
い
解
原
状
系
請
君
ら
は

我
々
に
と
っ
て
は
打
侃
の
対
象
の
忿
に

も
の
で
も
な
い
こ
と
も
報
告
し
て
お
き

た
い
。
又
沖
縄
奪
還
を
と
な
え
る
革
共

同
反
戦
の
諸
君
ら
と
は
柑
互
批
判
を
媒

介
に
反
帝
統
一
戦
線
を
形
成
し
彼
ら
を

論
理
的
に
粉
砕
し
分
解
さ
せ
赤
ヘ
ル
の

下
に
結
集
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
も
報
告
し

て
お
き
た
い
。
1
0
月
、
１
１
一
月
安
保
決
戦

に
向
け
て
官
公
労
内
部
に
拠
点
マ
ー
ツ

セ
ン
ス
ト
ラ
イ
キ
の
準
備
を
す
で
に
進

行
き
せ
て
い
る
こ
と
と
同
時
に
恒
常
的

武
装
闘
争
を
闘
う
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
突
出
部
隊
の
形
成
も
着
々
と
進
行
し

て
い
る
。
　
‐
‐

と
へ
ら
ヽ
）
こ
の
「
社
が
牛
同
小
菅
支
部
」

へ
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
彼
ら
も
、

「
敗
ケ
月
間
の
苛
畔
纏
練
期
間
を
経

て
筋
金
入
り
に
な
っ
て
出
る
」
　
（
中
核

・
川
口
氏
）
だ
ろ
う
こ
と
は
、
す
で
に

ぼ
く
た
ち
が
確
証
ず
み
で
す
。

　
４
・
2
8
等
々
で
権
力
の
因
と
な
っ
て

い
る
「
社
ガ
キ
同
」
　
「
中
ガ
キ
」
　
「
反

帝
ガ
キ
評
」
　
「
第
四
イ
ン
タ
ー
ガ
キ
連

盟
」
等
に
結
集
す
る
諸
君
！
要
す
る
に

仝
て
の
革
命
的
労
学
シ
ン
パ
諸
君
！

　
諸
所
（
東
拘
、
小
菅
、
中
野
そ
の
他

に
、
支
部
を
創
設
し
、
「
筋
金
入
り
」

へ
の
飛
躍
を
か
ち
と
ろ
う
で
は
な
い
か

　
ず
い
ぶ
ん
多
く
の
書
物
を
や
っ
つ
け

ま
し
た
（
資
本
論
第
一
巻
・
レ
ー
ニ
ン

帝
国
主
義
論
は
い
い
）
が
、
こ
の
多
数

の
狸
４
物
を
、
赤
い
糸
で
貫
き
通
す
作

業
を
、
こ
れ
か
ら
徐
々
に
開
始
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
ヽ

　
で
は
ま
な

　
６
月
2
8
日
社
ガ
キ
同
小
菅
支
局

　
・
海
仰
「
救
対
ニ
ュ
ー
ス
」
か
接
見

不
許
可
に
な
る
な
ど
、
以
内
で
も
分
離

公
判
に
お
け
る
裁
判
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
弾

圧
が
強
化
さ
れ
て
い
る
の
と
呼
応
し
て

弾
圧
は
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
馮

　
ま
す
ま
す
「
革
命
の
現
実
性
」
の
大

衆
的
に
確
認
さ
れ
る
状
況
が
到
来
し
つ

つ
あ
る
わ
け
で
す
。

　
　
「
幟
旗
」
も
ス
ミ
を
ぬ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
禁
止
に
は
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
　
　
。
。

士
「
幟
旗
」
　
「
前
進
」
等
で
知
る
外
の

闘
い
の
息
吹
き
ほ
ど
、
ｊ
ぽ
く
ら
を
力
強

く
励
す
も
の
は
、
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
健
康
に
注
意
し
て
、
ず
ば
ら
し

い
「
幟
旗
」
創
造
を
お
願
い
し
ま
哭

港
反
戦
結
成
集
会
報
告
函

　
　
「
都
南
部
港
分
局
」
全
国
の
闘
う
同

百
貨
１
４
’
2
8
１
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
最

も
戦
闘
的
に
闘
い
抜
い
た
同
志
諸
君
！

寺
ｏ
６
月
2
7
日
、
港
地
区
に
お
い
て

7
0
年
安
保
１
7
0
年
代
階
級
闘
争
の
一
端

殖
担
う
部
隊
と
し
て
5
0
数
名
の
先
進
的

労
働
者
の
結
集
の
下
に
果
敢
な
討
論
を

媒
介
と
し
て
圧
倒
的
に
結
成
大
会
の
意

典
を
獲
ち
と
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た

　
6
7
ｋ
・
砂
川
１
羽
田
－
エ
ン
プ
ラ
闘
争

を
闘
う
過
程
で
、
反
戦
労
働
者
が
全
学

連
と
連
帯
し
独
自
の
運
動
を
形
成
す
る

に
い
た
り
、
４
・
2
8
に
お
い
て
は
中
央

視
力
闘
争
こ
盾
中
枢
１
霞
ケ
門
占
拠

に
武
装
部
隊
と
し
て
登
場
す
る
に
い
た

っ
心
港
地
区
労
働
者
の
み
が
そ
の
先

端
を
に
な
い
、
な
お
か
つ
全
通
東
貯
に

お
け
る
赤
ヘ
ル
覆
面
集
会
と
し
て
生
産

点
－
中
央
権
力
闘
争
の
結
合
の
第
一
歩

を
形
成
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

帝
国
主
義
的
再
編
が
全
国
的
に
全
通
自

動
区
分
傾
導
入
と
し
て
開
始
さ
れ
専
売

国
労
の
合
理
化
、
首
切
り
と
官
公
労

の
再
調
攻
撃
が
集
中
的
に
か
け
ら
れ
て

き
て
い
る
。
官
公
労
働
者
の
反
合
理
化

の
決
起
を
1
0
、
１
１
一
月
安
保
決
戦
の
砦
に

す
る
こ
と
へ
ず
べ
て
の
吋
い
を
組
織
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
1
0
・
2
1
の
騒
乱
罪
、
４
・
2
8
の
碩
防

法
適
用
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
我
々
の
闘

ら
逃
亡
し
、
社
民
の
提
起
し
て
い
る
反

ま
保
実
行
委
の
社
民
の
ワ
ク
内
に
ズ
ブ
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共
産
主
義
青
年
同
盟
に
結
集
せ
よ

　
　
ー
　
中
央
常
任
委
員
会
か
ら
の
挨
拶

主
張
／
6
9
年
階
綾
町
争
の
性
格

　
　
豚
争
報
告
１
　
塩
水
港

　
　
闘
争
報
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２
国
　
鉄

農
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川

資
料
１

資
料
２

資
料
３

明

国
際
階
級
闘
争

日
帝
の
沖
縄
政
策

朝
　
　
岬

共
産
主
義
青
年
同
限
結
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大
合
報
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ハ
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ハ
公
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〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
ぺ
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三
〇
円
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共
産
主
義
青
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同
盟
　
　
、
－
、
。

　
　
中
央
常
任
谷
河
合
発
行

ｌ
ｉ
ｌ
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ｉ
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ｇ
Ｗ
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１
７
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Ｚ
Ｉ
Ｈ
Ｈ
Ｉ

西
浦
　
隆
男
ノ
（
大
阪
府
学
連
委
員
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
拘
置
所
在
監
）

　
全
国
の
恕
家
君
、
階
級
闘
争
の
最

前
線
に
お
い
て
、
日
夜
奮
闘
し
て
い
る

先
進
的
労
働
者
、
－
学
生
諸
君
！

　
東
京
拘
置
所
の
獄
中
よ
り
、
熱
い
真

紅
の
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
送
り
ま
す
。

　
３
月
８
日
に
、
大
阪
に
お
い
て
事
後

逮
捕
さ
れ
て
か
ら
、
早
や
四
ヵ
月
近
く

に
な
り
ま
す
。
３
月
2
9
日
に
は
、
耶
ハ

闘
争
管
田
攻
防
戮
の
凶
器
準
備
給
炭
罪

で
起
訴
さ
れ
、
昨
年
三
回
に
わ
た
る
御

堂
筋
デ
モ
の
起
訴
と
あ
わ
せ
る
と
、
凶

器
準
備
結
集
が
Ξ
、
公
務
執
行
妨
害
が

二
と
い
う
ご
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
も

わ
が
同
盟
を
は
じ
め
と
す
る
革
命
的
左

翼
の
同
志
達
が
、
国
家
柵
刀
に
よ
っ
て

数
知
れ
ず
獄
中
に
つ
な
が
れ
て
お
り
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な
「
弾
圧
の
大
衆
化

と
高
度
化
」
は
、
権
力
構
造
の
再
調
の

環
と
し
て
進
行
す
る
こ
と
は
ま
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
５
月
末
か
り
東
大

闘
争
の
分
割
公
判
が
強
行
さ
れ
て
い
ま

J
I
二
り
こ
吋
し
ｒ
ミ
欧
抑
皮
針
£

せ
ば
犯
罪
だ
と
い
う
常
識
が
、
何
千
、

何
万
、
い
や
何
千
万
人
と
い
う
人
間
毫

殺
肛
く
す
る
戦
争
（
侵
略
戦
争
！
）
に

ど
う
し
て
適
用
さ
れ
な
い
の
か
？
身
近

な
例
を
と
っ
て
み
て
も
、
公
害
と
い
う

残
虐
な
殺
人
行
為
が
何
ら
裁
か
れ
な
い

で
は
な
い
か
。
　
　
　
メ

‘
然
り
、
こ
の
実
証
的
と
い
う
の
は
、

ま
ぎ
れ
も
な
く
歴
史
的
価
値
判
断
を
、

不
可
欠
の
前
提
と
し
て
い
る
の
べ
国

家
－
ブ
ル
ジ
ョ
ア
支
配
秩
序
を
防
衛
す

る
と
い
う
階
級
性
に
貫
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
個
々
人
が
、
ゲ
バ

棒
で
暴
行
し
た
と
か
、
投
石
し
た
と
か

と
い
う
実
証
行
為
を
裁
い
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
実
は
、
ま

さ
に
、
武
装
し
て
国
家
損
刀
に
抵
抗
し

闘
っ
た
そ
の
歴
史
的
、
社
会
的
、
政
治

的
意
琴
必
殺
性
・
を
裁
い
て
い
る
の
に

他
な
ら
な
い
。

　
わ
れ
わ
れ
が
裁
か
れ
よ
う
と
し
て
い

る
の
は
、
日
帝
国
ｙ
損
力
に
反
逆
し
、

　
　
ｉ
　
　
…
・
。
。
。
『
．
Ｉ
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、
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汀
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ミ
中
央
闘
争
に

ｙ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＾

）
名
決
起
す
／

ｒ
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‐
‐
ｒ
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ご
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
７

責
戦
　
既
に
、
幾
度
と
な
く
確
認
し
て
い
る
　
闘
い
は
、
政
治
闘
争
に
い

丈
ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

爾
マ
よ
う
に
ヱ
八
九
年
か
ら
七
〇
年
代
に
お
に
比
し
て
圧
倒
的
カ
堺

｀
に
な
い
て
、
各
個
別
病
叫
大
学
に
お
い
て
病
院
内
に
お
け
る
医
票

？
る
安
保
粉
砕
の
政
治
ユ
ト
を
腰
混
す
る
医
進
に
関
し
て
は
い
ま
荏

忌
結
ゆ
逐
－
青
医
逐
に
む
ぞ
現
在
阿
わ
れ
モ
乞
７
い
る
。
こ
皇

石
お
て
い
る
事
は
、
第
一
次
病
院
ス
ト
の
敗
医
逐
語
一
の
医
局
解
体
、

蔓
形
北
の
総
括
の
上
に
立
っ
。
で
、
統
一
戦
線
結
成
と
い
う
ス
フ
召

脊
に
問
題
を
媒
介
と
し
当
社
民
と
の
党
派
・
つ
個
別
階
層
に
立
脚
ｋ

①
　
闘
争
を
徹
犀
同
に
ぞ
鴛
る
事
に
よ
な
い
事
を
逆
に
我
々
に
’

ど
七
っ
７
社
共
人
民
駄
１
．
ｒ
に
収
約
さ
れ
て
の
に
他
な
ら
な
い
・
聾

ｆ
・
い
る
、
逼
羅
盲
者
義
々
の
戦
帝
架
爵
再
靉
堡

ぞ
解
線
に
結
集
さ
せ
る
ｔ
か
う
こ
と
で
あ
る
る
医
療
労
働
者
の
自
認

Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
Ｉ
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我
々
は
、
こ
の
族
臓
の
も
之
に
既
に

各
大
学
病
院
に
、
1
7
労
研
、
病
院
反

戦
を
結
成
し
具
体
的
な
活
動
を
展
開
し

て
き
た
。
　
　
　
　
ハ

　
だ
が
こ
の
病
院
反
戮
、
医
療
労
研
の

闘
い
は
、
政
治
闘
争
に
お
い
て
は
社
共

に
比
し
て
圧
倒
的
力
量
を
示
し
つ
つ
も

病
院
内
に
お
け
る
医
療
労
働
運
動
の
推

進
に
関
し
て
は
い
ま
だ
社
共
に
お
く
れ

を
と
っ
て
い
る
。
。
こ
の
事
は
現
在
の
得

医
逐
温
習
医
局
解
体
、
単
一
得
医
巡

結
成
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
医
師
と
い

・
つ
個
別
階
層
に
立
脚
し
た
も
の
で
し
か

な
い
事
を
逆
に
我
々
に
突
き
つ
け
た
も

の
に
他
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
医
療
の

帝
国
主
義
的
再
編
過
程
の
申
で
激
発
す

る
医
療
労
働
者
の
自
然
発
生
的
な
得
医

連
－
医
学
逐
運
動
の
限
界
を
止
揚
し
、

十
・
二
Ｉ
、
十
一
月
佐
藤
訪
米
阻
止
闘

争
を
医
療
労
働
運
動
に
お
い
て
も
我
々

の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
も
と
に
断
固
と
し
て

闘
い
抜
く
で
あ
ろ
う
。

大
一
一
泰
郎
封
鎖
貫
徹
の
上
に

大
　
諏
郎
封
鎖
貫
徹
の
上
に

名 ［
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養
郎
一
週
間
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